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宮城県における全国がん登録への対応(第 4報) 

初年度の届出エラーのフィードバックを目的とした説明会の開催 

 

 

目崎 はる 1  藤 登 1  佐藤 優 1  佐々  理子 1  

 子 1  方 1  野 子 1   政 1,2 

1公 団法人 県対がん協会  2 県立がんセンター 

 

目的  

県では約 140 の があるが、これまで地 がん登録事業に協力してきた は約

40 に過 ない。がん登録への関わりが初めての でも適 に を行えるよう説 会な

どの 策を実施してきた 1,2)。しかし、実際に全 がん登録の が まったところ、ほ

すべての施設の にエラーがあった。そのため、 エラーについてのフィードバック

を目的とした説 会を開 したので報 する。 

 

方法  

説 会は 2部構成とし、第 1部は「平成 28年 例からみた エラーとその対策」とし、

「エラーのない のために」、「CSVファイルを使ったエラーチェックの方法」と題して説

を行った。第 2部は 書の作成をテーマとした演習とした。説 に用いた資料を図 1

4 に示す。 エラーについては、理解しやすいよう実際にあった例を「よくある間違い」

として した（図 2）。 書の作成方法の違い（ 子 へ直接入力か CSV ファイル

か）によりエラーチェックの方法が異なるため、 方で利用可能な資料を作成した（図

3,4）。演習では、 問題 3題と 例問題 2題を作成し、 例問題では複数の施設の視点で

の 書作成とした。 後、 加者を対 にアンケート を行い、 容について理解で

きたかどうか 5段階で を求め、また、自 記 （質問、意見・要 ）への を 頼

した。 
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結果  

80施設から 116 名が 加し、105 名（91%）がアンケート に した。職種別では、

情報 理 38%、事務職 53%、合わせて 91%であった。「エラーのない のために」に

ついては、「十分理解できた」と「だいたい理解できた」の合計は 82.9%であった（図 5）。

「CSV ファイルを使ったエラーチェックの方法」については、「十分理解できた」と「だい

たい理解できた」の合計は 66.6%であった（図 6）。「 書の作成（演習）」については、「十

分理解できた」と「だいたい理解できた」の合計は 91.5%であった（図 7）。職種別で見ると、

「CSVファイルを使ったエラーチェックの方法」についての理解度が異なっており（図 6）、

情報 理 では「理解できた」が 95%と高かったが、 の職種では かった。自 記

では、「今後も開 してほしい」など 価する意見が多かったものの、「覚えきれない」との

意見もあった。 
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考  

「CSVファイルを使ったエラーチェックの方法」については、職種により理解度が異なっ

ていたものの、その の 容については、概 加者の理解度が高く、当初の目的を達成で

きたものと考えられた。今 、エラーチェックの方法を説 したが、 子 の段階でロ

ジカルチェックを組み込むことにより エラーが大 に する可能性が高く、 シス

テムに反 されることを期待したい。今後も、がん登録実務 の ない担当者であっても

が適 に行われるような 策を検討・実施していきたい。 

 

――――――― 
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